
喘息による死亡者数は年々改善傾向にあるものの、

増悪で苦しむ患者は残されており、

その発生には地域差があるとの報告もあります。

Asthma heatmap研究にて示された

全国と地域における喘息増悪の現状を元に、

地域に根差した増悪予防の

取り組みの実施を目指します。

6
28 水

19：00
20：30

共催：一般社団法人日本呼吸器学会
アストラゼネカ株式会社

後援：厚生労働省

講演① 19:00-19:30 講演② 19:30-20:00 Discussion 20:00-20:30

参加費はございません

本邦の重症喘息の実態と
喘息増悪ゼロ作戦 （30分）
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分子内科学 教授

広島県での喘息治療の課題
（30分）

広島県での喘息治療の取り
組みの方向性（30分）

（五十音順）
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ディスカッサント
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保澤 総一郎先生
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Asthma heatmap研究に見る

喘息増悪の現状と地域に根差した

増悪予防



本会終了まで

メディカル本部

Koichi.Yoshida@astrazeneca.com

https://zoom.us/test

https://astrazeneca.zoom.us/meeting/register/tJ

AlcOqgqDsoHNT8itSrpmgSeoWTmQTpfZuf

https://astrazeneca.zoom.us/meeting/register/tJAlcOqgqDsoHNT8itSrpmgSeoWTmQTpfZuf

